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交通局所管施設外壁タイル点検業務 仕様書 

 

札幌市交通局高速電車部施設課 

１ 業務場所 

別紙２「令和８年度点検対象施設」参照 

 

 

２ 履行期間 

契約書に示す着手の日から令和９年２月 12 日まで 

 

 

３ 総委託料  金   円也 

 業務委託料 金   円也 

 
取引に係る消費税および

地方消費税の額 
金   円也 

 

４ 業務人・日数 

 ( 20 人 ) 

 

注 1） 業務人・日は委託料を算定するための参考数量であり、契約上の業務人・日を

規定するものではありません。 

注 2） 業務人・日は技師 Cを基準とし対象外業務率を乗じて算定しています。 

（仕様書に規定する業務遂行に要する全ての人件費相当分を含みます。） 

注 3）外壁打診調査に係る経費については上記業務人・日数と別途に加算しておりま

す。 

 

 

５ 業務仕様 

(1) 業務内容 

本業務は、別紙２「令和８年度点検対象施設」（以下 対象施設）について、壁タ

イル面の機能保全・予防保全及び良好な環境の維持を図るため、全面点検を行うも

のである。点検の実施にあたっては、建築基準法第 12 条第 2項に基づく定期点検に

準じることとし、その対象は、歩行者等に危害を加えるおそれのある壁タイルとす

る。 

 

(2) 従事者の資格 

従事者は、一級建築士もしくは二級建築士又は特定建築物調査員資格者証を有す

る者とする。 

 

(3) 調査方法・判定基準 

調査方法及び判定基準は、国土交通省告示第 282 号（建築物の定期調査報告にお
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ける調査及び定期点検における点検の項目、方法及び結果の判定基準並びに調査結

果表を定める件）によるものとするが、テストハンマーによる打診等の検査は、手

の届く範囲（ＧＬ＋３ｍ）を調査対象とし、発注者との協議により、赤外線による

調査に代えることができるものとする。 

また、その他の範囲は目視により、確認する。 

 

(4) 関係法令等 

ア 建築基準法 

イ 消防法 

ウ 労働基準法 

エ 労働安全衛生法 

オ 鉄道法 

カ 鉄道に関する技術上の基準を定める省令等の解釈基準 

キ その他の関連法規類、併せて発注者の指示による。 

 

(5) 貸与関係 

ア 図面・資料 

本業務の遂行にあたり、点検対象施設のしゅん功図面及びその他既存の必要な

資料を貸与する。貸与した図面及び資料等は、受託者の責任において、適切に管

理及び整理し返却するものとする。 

イ 駅構内作業員腕章 

駅構内で作業を行う場合には、「高速電車駅構内入場許可取扱要領」に基づき、

発注者より貸与する「駅構内作業員腕章」を必ず着用して作業するものとし、管

理及び使用に当たっては十分注意し、他者への転貸を禁止するものとし、業務完

了後には速やかに返却するものとする。万が一紛失した場合は、速やかに発注者

に報告し、指示に従うものとする。 

 

(6) 安全対策 

ア 受託者は、本市の鉄道事業における輸送の安全を確保するために安全第一の意

識を持って、輸送の安全を確保するために社内体制を整備し、業務従事者にはこ

れを徹底すること。 

イ 受託者は、発注者の輸送事業に係る安全管理体制に積極的に協力をするととも

に、輸送の安全を確保するため、発注者との密接な連携を図ること。 

ウ 服装は安全性、作業性を考慮した点検作業に適したものとすること。 

 

(7) 応急処置等 

ア 本業務の遂行において、業務対象部分に脱落、落下、漏水、損傷、異音又は転

落の恐れがある場合、継続使用することにより著しい損傷又は関連する部材・機

器等に影響を及ぼすことが想定される場合、及び乗客、他施設・設備等の周囲に

影響を与える場合については、応急措置を講じるとともに、速やかに発注者に報

告した上で、修繕方法について協議すること。 

イ 落下、飛散等の恐れがあるものは、その区域を立入禁止にする等の危険防止措

置を講じるとともに、直ちに発注者に報告すること。 

ウ 実施した応急処置等については、内容、使用資材及び処置等の詳細を書面にて
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報告すること。 

エ 本業務の遂行中に、発生した事故等には速やかに対応し、発注者に報告するこ

と。また、業務対象施設内にて発生した事故等に遭遇した場合も同様とする。 

 

 

６ 提出書類 

⑴ 業務着手時に提出するもの 

ア 業務着手届 

イ 主任技術者等指定通知書 

主任技術者経歴書及び資格証明書類を添付すること。 

ウ 業務日程表 

エ 業務計画書 

オ 緊急連絡先系統 

カ 労働災害保険関係の成立を証するもの 

 

⑵ 業務完了後に提出するもの 

業務完了後は、速やかに下記の書類を提出することとし、イについては、報告書

一式を２部、電子データを電子媒体（ＣＤ－Ｒ等）に収めたものを１部提出するこ

と。なお、電子媒体については、札幌市「電子納品に関する手引き【営繕業務編】」

に基づいて作成するものとし、詳細は発注者と協議した上で提出すること。 

ア 業務完了届 

イ 点検結果報告書一式 

点検リスト・調書、調査結果一覧表、調査結果プロット図、危険度判定一覧表、

改修工法及び概算工事費一覧表、作業写真、点検日誌等を提出すること。 

 

(3) その他の提出書類 

ア 日報・月報（月初に提出する） 

 

 

７ 業務の検査等 

⑴ 検査 

受託者は、業務完了後、委託者が指定する検査員の検査を受けるものとする。 

 

⑵ 支払い 

受託者は、上記の検査に合格したときは契約書に基づく支払いについて請求する

ことができるものとする。 

 

 

８ 著作権等の取扱 

⑴ 受託者は、成果品に用いられた著作物に関連する著作権（著作権法第27条及び第

28条に規定する権利を含む）は、発注者に譲渡するものとする。 

 

⑵ 受託者は、成果品に用いられた著作物に関する著作人格権を、発注者及び発注者

が指定する第三者に行使しないものとする。 
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⑶ 受託者は、成果品を製作するにあたり、第三者の著作権等の知的財産権を侵害し

ないことを保証するとともに、成果品の利用について第三者との権利侵害等の紛争

が生じたときは、請負人の責において解決するものとする。 

 

 

９ その他 

⑴ 作業中、受託者の不注意により生じた事故及び損害等の負担については、すべて

受託者の責任において処理するものとする。 

 

⑵ 作業時の安全確保はもとより、全ての人や施設に危害・損害を与えないよう、安

全対策に万全を期すこと。 

 

⑶ 作業時間は、原則平日の9時から17時までとすること。ただし、第3者の安全確保

等により日中作業が難しいと判断する作業は、夜間作業とする。その場合の作業時

間は、平日夜間の24時45分から5時までとすること。 

 

⑷ 本仕様書の内容等に疑義が生じた場合、発注者の指示を受けること。 

 

 

10 札幌市環境マネジメントシステムの運用協力 

受託者は、作業に従事する者に本市「環境方針」を周知させ、環境配慮に対する取

り組みについて理解させるとともに、本市環境マネジメントシステムに適合するよう

業務を遂行すること。 

 

 

11 法令順守（コンプライアンス）の徹底 

受託業務の実施にあたっては、法令違反または不適切行為を防止するため、法令及

び作業ルール等の遵守を徹底すること。 
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業務着手届 

 

 

業 務 着 手 届 
 

 

令和  年  月  日 

 

 

札幌市交通事業管理者 

交通局長 ○○ ○○ 

 

 

      （住所） 

受託者 

（氏名）               

 

 

下記業務は令和  年  月  日着手したのでお届けします｡ 

 

 

記 
 

 

１ 業務番号    （  ）第    号 

 

 

２ 業務 名 

 

 

 

 

・ 提出部数 2 部 

・ 提出 先 監督員 

・ 提出期限 着手日と同日 

・ 主任技術者等指定通知書、業務工程表等を添付して提出するときは、各頁間に使用

印で割印すること。 

 

労働保険番号 ○○○○○○○○○○○○ 
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主任技術者等指定通知書 

主任技術者等指定通知書 

令和  年  月  日 

 

札幌市交通事業管理者 

交通局長 ○○ ○○ 

 

（住所） 

受託者 

（氏名）               

                         ℡ 

 

 

 

業 務 番 号 業  務  名 

 

 

 

 

上記業務に係る主任技術者等を次のとおり定めた別紙経歴書を添えて通知します｡ 

区  分 氏  名 備  考 

   

   

   

   

   

 

・ 「区分」欄には、業務内容が、測量・地質調査の場合は「主任技術者」と、設計の場合は 

「主任設計者」及び「照査技術者」と、工事監理の場合は「主任監理者」と、それぞれ記載 

すること。 

・ 共同企業体の場合は、各技術者等の所属会社名を「備考」欄に記載すること。 

・ 技術者等と請負人との直接的かつ恒常的な雇用関係を確認できる書類（健康保険証の写し 

 等）を添付すること。 
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技術者経歴書 

 

 

 

主任技術者  経歴書 

 

 

 

現住 所 
 

 

氏 名 
 

生年月日 
※大正 

昭和 

 

最終学歴 

卒 業 年 月 学 校 名 専 攻 学 科 

※昭和 

平成  年  月 

 

 

 

 

職 歴 

※昭和 

平成  年  月            入社（  年  月退職） 

※昭和 

平成  年  月 
               入社 

技術資格 

※昭和 

平成  年  月 

 取得№ 

※昭和 

平成  年  月 

 取得№ 

主
要
業
務
経
歴 

業  務  名 受託金額（千円） 履行期間 

直
前
１
年
分 

 

 

 

 
年 月 

年 月 

 

 

 

 
年 月 

年 月 

直
前
２
年
分 

 

 

 

 
年 月 

年 月 

 

 

 

 
年 月 

年 月 

  上記のとおり相違ありません。 

    令和  年  月  日 

                  氏  名              

注１）※印の項目については、該当するものを○で囲むこと。 

注２）最終学歴は、小学校、中学校、高等学校、短期大学、大学又は高等専門学校の

いずれかを記載し、専修学校、各種学校等は記載しないこと。 
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業務日程表   
 

業
  

務
 

日
 

程
 

表
  

 
令和   年  月   日  

 
 

札幌市 交通事業管理者   
交通局長  ○ ○ ○ ○  

 
 

（住 所） 
受託者 

（氏 名）                 
 
 

下記業務について，別紙日程をもって施行したいので，承認してくださるようお願い  
します。  

 
 

記  
 

１  業務番号     （   ）第   －   号  
 
２  業務 名  

 
          着   手    令和   年    月   日 

 ３  履行期間  

          完   了    令和   年    月   日 

  ・ 提出部数   ２部 

  ・ 提出 先   担当職員  
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様式－１ 

令和  年  月  日 

業 務 計 画 書 

 

札幌市交通事業管理者 

交通局長        

 
（住所） 

受託者 
（氏名）           

 

下記の業務について、業務計画書を提出しますので、承認くださるようお願いいたし

ます。 

 

記 

 

１ 業務番号 （  ）第    号 

業 務 名 

 

２ 提出書類 

(1) 業務一般事項 

(2) 業務工程計画 

(3) 業務体制届出書 

(4) 業務方針 
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業務完了届 

 

 

業 務 完 了 届 
 

 

令和  年  月  日 

 

 

札幌市交通事業管理者 

    交通局長 ○○ ○○ 

 

            （住所） 

受託者 

（氏名）               

 

 

下記業務は令和  年  月  日完了したのでお届けします｡ 

 

 

記 
 

 

１ 業務番号    （  ）第     －  号 

 

 

２ 業 務 名 

 

 

 

 

 

 

・ 提出部数 2 部 

・ 提 出 先 監督員 

・ 提出期限は完了日と同日。ただし，完了日が休日の場合は翌日（翌日も休日の 

場合は順延）に提出すること（受理日に受付する。）。 



別紙２

1 南北線 すすきの駅4番出入口＋換気塔 38.3 57.9 大型セラミックタイル

2 東西線 宮の沢駅換気塔A（3番出入口併設） 34.3 112.0

3 東西線 宮の沢駅中間換気塔A（独立） 34.0 63.5

4 東西線 発寒南駅換気塔B（2番出入口併設） 29.8 72.6

5 東西線 西18丁目駅4番出入口＋EV出入口 110.0 152.0

6 東西線 西11丁目駅1番出入口＋EV出入口 42.0 42.0

7 東豊線 環状通東駅換気塔A（1番出入口併設） 61.8 111.0

8 東豊線 環状通東駅換気塔B（4番出入口併設） 52.2 95.6

9 東豊線 東区役所前駅換気塔A（1番出入口併設） 50.1 82.4

10 東豊線 学園前駅換気塔A 36.6 91.7

11 東豊線 豊平公園駅換気塔A 52.3 100.0

12 東豊線 豊平公園駅換気塔B 64.7 116.9

13 東豊線 美園駅換気塔A 59.4 93.5

14 東豊線 美園駅換気塔B 43.8 64.8

15 東豊線 美園駅換気塔C 13.4 41.1

16 東豊線 福住駅換気塔A（1番出入口併設） 12.5 15.0

計 735.2 1311.9

※ 打診等の検査は、手の届く範囲（GL+3m）を調査範囲とする。

その他の範囲は、目視により確認する。

令和８年度点検対象施設

線 建築物の名称№
タイル面積㎡

（GL+3ｍ）
タイル面積㎡

（全面積）
備考



業務名

（令和8年度 設計業務委託等技術者単価適用）

名 称 単位 数 量 単 価 金 額 備 考

実施設計

直接人件費 式 1

諸経費 式 1

技術料等経費 式 1

特別経費 式 1

小計

計

業務価格 式 1            

消費税等相当額 式 1            

委託料 式 1            

交通局所管施設外壁タイル点検業務

設　計　総　括　表

設計業務委託料等内訳書
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5

2
,
4
1
5

ＡＡＡＡＡＡＡ

ＢＢＢＢＢＢＢ

ＣＣＣＣＣＣＣ

ＣＣＣＣＣＣＣ

ＤＤＤＤＤＤＤ

ＦＦＦＦＦＦＦ

ＩＩＩＩＩＩＩ

ＪＪＪＪＪＪＪ

ＥＥＥＥＥＥＥ

1
,
7
6
5

9
4
0

3
,
4
2
5

7
2
0

ＡＡＡＡＡＡＡ

ＢＢＢＢＢＢＢ

ＣＣＣＣＣＣＣ

ＩＩＩＩＩＩＩ

電照式看板（別途）電照式看板（別途）電照式看板（別途）電照式看板（別途）電照式看板（別途）電照式看板（別途）電照式看板（別途）

Ｘ５Ｘ５Ｘ５Ｘ５Ｘ５Ｘ５Ｘ５Ｘ４Ｘ４Ｘ４Ｘ４Ｘ４Ｘ４Ｘ４Ｘ３Ｘ３Ｘ３Ｘ３Ｘ３Ｘ３Ｘ３Ｘ２Ｘ２Ｘ２Ｘ２Ｘ２Ｘ２Ｘ２Ｘ１Ｘ１Ｘ１Ｘ１Ｘ１Ｘ１Ｘ１

4,585 4,630 4,630 3,635

Ｘ５Ｘ５Ｘ５Ｘ５Ｘ５Ｘ５Ｘ５ Ｘ４Ｘ４Ｘ４Ｘ４Ｘ４Ｘ４Ｘ４ Ｘ３Ｘ３Ｘ３Ｘ３Ｘ３Ｘ３Ｘ３ Ｘ２Ｘ２Ｘ２Ｘ２Ｘ２Ｘ２Ｘ２ Ｘ１Ｘ１Ｘ１Ｘ１Ｘ１Ｘ１Ｘ１

4,5854,6304,6303,635

西面立面図　　　１：１００西面立面図　　　１：１００西面立面図　　　１：１００西面立面図　　　１：１００西面立面図　　　１：１００西面立面図　　　１：１００西面立面図　　　１：１００

南面立面図　　　１：１００南面立面図　　　１：１００南面立面図　　　１：１００南面立面図　　　１：１００南面立面図　　　１：１００南面立面図　　　１：１００南面立面図　　　１：１００

北面立面図　　　１：１００北面立面図　　　１：１００北面立面図　　　１：１００北面立面図　　　１：１００北面立面図　　　１：１００北面立面図　　　１：１００北面立面図　　　１：１００

3,590

Ｙ２Ｙ２Ｙ２Ｙ２Ｙ２Ｙ２Ｙ２ Ｙ１Ｙ１Ｙ１Ｙ１Ｙ１Ｙ１Ｙ１

東面立面図　　　１：１００東面立面図　　　１：１００東面立面図　　　１：１００東面立面図　　　１：１００東面立面図　　　１：１００東面立面図　　　１：１００東面立面図　　　１：１００

3,590

Ｙ１Ｙ１Ｙ１Ｙ１Ｙ１Ｙ１Ｙ１ Ｙ２Ｙ２Ｙ２Ｙ２Ｙ２Ｙ２Ｙ２

ＡＡＡＡＡＡＡ

既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設

御影石御影石御影石御影石御影石御影石御影石

ＤＤＤＤＤＤＤ

ＣＣＣＣＣＣＣ

ＥＥＥＥＥＥＥ

外壁2外壁2外壁2外壁2外壁2外壁2外壁2ＢＢＢＢＢＢＢ

外部改修概要外部改修概要外部改修概要外部改修概要外部改修概要外部改修概要外部改修概要

ＡＡＡＡＡＡＡ

記号記号記号記号記号記号記号

外壁1外壁1外壁1外壁1外壁1外壁1外壁1

部位部位部位部位部位部位部位 記号記号記号記号記号記号記号 部位部位部位部位部位部位部位

ＦＦＦＦＦＦＦ

外壁目地外壁目地外壁目地外壁目地外壁目地外壁目地外壁目地

基礎基礎基礎基礎基礎基礎基礎

カラーステンレス（W60）カラーステンレス（W60）カラーステンレス（W60）カラーステンレス（W60）カラーステンレス（W60）カラーステンレス（W60）カラーステンレス（W60）

ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装

結晶化ガラス貼結晶化ガラス貼結晶化ガラス貼結晶化ガラス貼結晶化ガラス貼結晶化ガラス貼結晶化ガラス貼

外壁3外壁3外壁3外壁3外壁3外壁3外壁3

外壁4外壁4外壁4外壁4外壁4外壁4外壁4

軒天軒天軒天軒天軒天軒天軒天ＧＧＧＧＧＧＧ

t60 中空押出成型セメント板下地t60 中空押出成型セメント板下地t60 中空押出成型セメント板下地t60 中空押出成型セメント板下地t60 中空押出成型セメント板下地t60 中空押出成型セメント板下地t60 中空押出成型セメント板下地

大判タイル貼（石目調）弾性接着剤貼大判タイル貼（石目調）弾性接着剤貼大判タイル貼（石目調）弾性接着剤貼大判タイル貼（石目調）弾性接着剤貼大判タイル貼（石目調）弾性接着剤貼大判タイル貼（石目調）弾性接着剤貼大判タイル貼（石目調）弾性接着剤貼

改修内容改修内容改修内容改修内容改修内容改修内容改修内容

既存シーリング目地 撤去・新設既存シーリング目地 撤去・新設既存シーリング目地 撤去・新設既存シーリング目地 撤去・新設既存シーリング目地 撤去・新設既存シーリング目地 撤去・新設既存シーリング目地 撤去・新設

既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃

既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃

既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃

既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃

改修内容改修内容改修内容改修内容改修内容改修内容改修内容

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＭＭＭＭＭＭＭ

ＮＮＮＮＮＮＮ

既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地(5×5) 撤去・新設

ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装

記号記号記号記号記号記号記号 部位部位部位部位部位部位部位 改修内容改修内容改修内容改修内容改修内容改修内容改修内容

アルミスパンドレル　焼付塗装アルミスパンドレル　焼付塗装アルミスパンドレル　焼付塗装アルミスパンドレル　焼付塗装アルミスパンドレル　焼付塗装アルミスパンドレル　焼付塗装アルミスパンドレル　焼付塗装

内部改修概要内部改修概要内部改修概要内部改修概要内部改修概要内部改修概要内部改修概要

既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃

既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様既存仕様

天井天井天井天井天井天井天井

（階段室）（階段室）（階段室）（階段室）（階段室）（階段室）（階段室）

ＨＨＨＨＨＨＨ ＨＨＨＨＨＨＨ

ＨＨＨＨＨＨＨ

ＨＨＨＨＨＨＨ ＨＨＨＨＨＨＨ

アルミ角パイプ２５角（電解着色）アルミ角パイプ２５角（電解着色）アルミ角パイプ２５角（電解着色）アルミ角パイプ２５角（電解着色）アルミ角パイプ２５角（電解着色）アルミ角パイプ２５角（電解着色）アルミ角パイプ２５角（電解着色）ＨＨＨＨＨＨＨ

ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装ステンレス フッ素樹脂塗装
既存シーリング 撤去・新設既存シーリング 撤去・新設既存シーリング 撤去・新設既存シーリング 撤去・新設既存シーリング 撤去・新設既存シーリング 撤去・新設既存シーリング 撤去・新設

笠木・水切笠木・水切笠木・水切笠木・水切笠木・水切笠木・水切笠木・水切
既存 撤去・復旧（既存再使用、取付下地は新設）既存 撤去・復旧（既存再使用、取付下地は新設）既存 撤去・復旧（既存再使用、取付下地は新設）既存 撤去・復旧（既存再使用、取付下地は新設）既存 撤去・復旧（既存再使用、取付下地は新設）既存 撤去・復旧（既存再使用、取付下地は新設）既存 撤去・復旧（既存再使用、取付下地は新設）

笠木笠木笠木笠木笠木笠木笠木

ＩＩＩＩＩＩＩ

ＪＪＪＪＪＪＪ

t2.0 シート防水（溶融亜鉛メッキ鋼板t2.0 シート防水（溶融亜鉛メッキ鋼板t2.0 シート防水（溶融亜鉛メッキ鋼板t2.0 シート防水（溶融亜鉛メッキ鋼板t2.0 シート防水（溶融亜鉛メッキ鋼板t2.0 シート防水（溶融亜鉛メッキ鋼板t2.0 シート防水（溶融亜鉛メッキ鋼板

ＫＫＫＫＫＫＫ 屋上屋上屋上屋上屋上屋上屋上
+ルーフヒーティング(別途)+ルーフヒーティング(別途)+ルーフヒーティング(別途)+ルーフヒーティング(別途)+ルーフヒーティング(別途)+ルーフヒーティング(別途)+ルーフヒーティング(別途)

+t30 木毛セメント板+t30 木毛セメント板+t30 木毛セメント板+t30 木毛セメント板+t30 木毛セメント板+t30 木毛セメント板+t30 木毛セメント板

+母屋 C-100×50×20×2.3＠600）+母屋 C-100×50×20×2.3＠600）+母屋 C-100×50×20×2.3＠600）+母屋 C-100×50×20×2.3＠600）+母屋 C-100×50×20×2.3＠600）+母屋 C-100×50×20×2.3＠600）+母屋 C-100×50×20×2.3＠600）

ＯＯＯＯＯＯＯ

サッシサッシサッシサッシサッシサッシサッシ ガラススクリーンガラススクリーンガラススクリーンガラススクリーンガラススクリーンガラススクリーンガラススクリーン

駅名文字駅名文字駅名文字駅名文字駅名文字駅名文字駅名文字

連結送水口連結送水口連結送水口連結送水口連結送水口連結送水口連結送水口 ステンレス製 1,800×900ステンレス製 1,800×900ステンレス製 1,800×900ステンレス製 1,800×900ステンレス製 1,800×900ステンレス製 1,800×900ステンレス製 1,800×900

既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃箱文字 ステンレス製 200×200×5文字箱文字 ステンレス製 200×200×5文字箱文字 ステンレス製 200×200×5文字箱文字 ステンレス製 200×200×5文字箱文字 ステンレス製 200×200×5文字箱文字 ステンレス製 200×200×5文字箱文字 ステンレス製 200×200×5文字

既存シーリング(四方) 撤去・新設既存シーリング(四方) 撤去・新設既存シーリング(四方) 撤去・新設既存シーリング(四方) 撤去・新設既存シーリング(四方) 撤去・新設既存シーリング(四方) 撤去・新設既存シーリング(四方) 撤去・新設

既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃

庇庇庇庇庇庇庇

ステンレスＦＢ防水笠木（W100･200二段）ステンレスＦＢ防水笠木（W100･200二段）ステンレスＦＢ防水笠木（W100･200二段）ステンレスＦＢ防水笠木（W100･200二段）ステンレスＦＢ防水笠木（W100･200二段）ステンレスＦＢ防水笠木（W100･200二段）ステンレスＦＢ防水笠木（W100･200二段）

ＰＰＰＰＰＰＰ

ＭＭＭＭＭＭＭ

ＭＭＭＭＭＭＭ
ＭＭＭＭＭＭＭ

ＭＭＭＭＭＭＭ

ＭＭＭＭＭＭＭ ＯＯＯＯＯＯＯ

既存清掃、既存シーリング目地 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地 撤去・新設既存清掃、既存シーリング目地 撤去・新設

既存シーリング 撤去・新設(内外部共)既存シーリング 撤去・新設(内外部共)既存シーリング 撤去・新設(内外部共)既存シーリング 撤去・新設(内外部共)既存シーリング 撤去・新設(内外部共)既存シーリング 撤去・新設(内外部共)既存シーリング 撤去・新設(内外部共)

既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃既存清掃

一部既存 撤去・復旧（既存再使用）H=300一部既存 撤去・復旧（既存再使用）H=300一部既存 撤去・復旧（既存再使用）H=300一部既存 撤去・復旧（既存再使用）H=300一部既存 撤去・復旧（既存再使用）H=300一部既存 撤去・復旧（既存再使用）H=300一部既存 撤去・復旧（既存再使用）H=300

格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧

（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300

格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧

（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300

格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧

（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300

ＮＮＮＮＮＮＮ

格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧

（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300
格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧格子:一部既存 撤去・復旧

（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300（既存再使用）H=300

既存防水層 清掃の上、ウレタン系塗膜防水新設既存防水層 清掃の上、ウレタン系塗膜防水新設既存防水層 清掃の上、ウレタン系塗膜防水新設既存防水層 清掃の上、ウレタン系塗膜防水新設既存防水層 清掃の上、ウレタン系塗膜防水新設既存防水層 清掃の上、ウレタン系塗膜防水新設既存防水層 清掃の上、ウレタン系塗膜防水新設

シーリング目地　15×10シーリング目地　15×10シーリング目地　15×10シーリング目地　15×10シーリング目地　15×10シーリング目地　15×10シーリング目地　15×10

既存ガラス清掃(両面)既存ガラス清掃(両面)既存ガラス清掃(両面)既存ガラス清掃(両面)既存ガラス清掃(両面)既存ガラス清掃(両面)既存ガラス清掃(両面)

（立上り・天端共）（立上り・天端共）（立上り・天端共）（立上り・天端共）（立上り・天端共）（立上り・天端共）（立上り・天端共）

既存 撤去、アルミ製笠木(B-2種､W300)新設（下地共）既存 撤去、アルミ製笠木(B-2種､W300)新設（下地共）既存 撤去、アルミ製笠木(B-2種､W300)新設（下地共）既存 撤去、アルミ製笠木(B-2種､W300)新設（下地共）既存 撤去、アルミ製笠木(B-2種､W300)新設（下地共）既存 撤去、アルミ製笠木(B-2種､W300)新設（下地共）既存 撤去、アルミ製笠木(B-2種､W300)新設（下地共）
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すすきの駅4番出入口＋換気塔
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【宮の沢駅３番出入口・換気塔Ａ】　改修概要・立面図・部分詳細図

A

B

C

改修概要

D

E

F

G

H

I

軒天井：ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt1.0張り

屋根：ｽﾃﾝﾚｽ防水(ｶﾗｰ)t0.4

屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(D-1)

外壁：ｽﾃﾝﾚｽt1.5ﾌｯ素樹脂焼付塗装

外壁：ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽt1.5BA

J

K

L

M

腰壁：御影石本磨きt25

笠木：ｽﾃﾝﾚｽ製既製笠木W250ﾌｯ素樹脂塗装

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ金物：ｽﾃﾝﾚｽ製HL既製笠木W475

外壁：二丁掛ﾀｲﾙ

ﾀﾗｯﾌﾟ：ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ

ｶﾞﾗﾘ：耐候性鋼φ19　ｳｴｻﾞｰｺｰﾄﾌﾟﾚﾊﾟﾚﾝ処理　ｽﾃﾝﾚｽ水切

建具：ｽﾁｰﾙ製片開きﾄﾞｱ　W950×H2,000
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H G E M

L

H G

DJ

K

H

C H

M

A2:1/100

A3:1/ 28.2

A3:1/140.8

A2:1/ 20

550

8
0
0

外壁：二丁掛ﾀｲﾙ
既存のまま

8
0
0

既存のまま
外壁：二丁掛ﾀｲﾙ

350

1/20

1/20換気塔A屋上立上部詳細図(A-A断面)

出入口上屋・換気塔B　EXP.J部詳細図(B部断面)

100 150 75 250

35

EXP.J金物:SUS304t1.5HL 既存のまま

EXP.J金物:SUS304t1.5ﾌｯ素樹脂塗装
の上耐候性塗料塗

屋根:ｽﾃﾝﾚｽ防水(ｶﾗｰ)t0.4

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ金物撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

改修前

ﾄﾞﾚﾝ洗浄

高圧水洗の上ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水

1

1

記号 種 類

MS-2(変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ2成分形)　 5× 5　撤去・新設　

MS-2(変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ2成分形)　15×10　撤去・新設　1

2

3

4 SR-1(ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ1成分形)　 　　5× 5　撤去・新設　

MS-2(変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ2成分形)　20×15　撤去・新設

換気塔B屋上ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻り詳細図 1/20

N ｶﾞﾗｽ：内外部ｶﾞﾗｽ周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去 ｶﾞﾗｽ：内外部ｶﾞﾗｽ周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ新設、外部のみｶﾞﾗｽ清掃

腰壁：御影石本磨きt25　水洗い

外壁：ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽt1.5BA　既存のまま

外壁：下地調整の上耐候性塗料塗

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ金物：既存のまま

笠木：下地調整の上耐候性塗装塗

軒天井：下地調整の上耐候性塗装塗

ｶﾞﾗﾘ：下地調整の上耐候性塗料塗

ﾀﾗｯﾌﾟ：ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ　既存のまま

改 修 前 改 修 後

笠木：ｱﾙﾐ製笠木取外し再取付・清掃

N

N

N

N
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7
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2
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取外し再取付・清掃

屋根：既存防水層撤去、下地調整の上常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、ﾄﾞﾚﾝ洗浄
平場：露出絶縁工法、立上：露出密着工法

建具：ｽﾁｰﾙ製片開きﾄﾞｱ　下地調整の上耐候性塗料 表裏共
周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ新設

平場:絶縁工法
立上:密着工法

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水新設

平場:絶縁工法
立上:密着工法

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水新設

笠木：ｱﾙﾐ製既製笠木　D1=W550、D2=350

ｱﾙﾐ製笠木W350(D2) 取外し再取付・清掃
ｱﾙﾐ製笠木W550(D1)

平場:絶縁工法

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水新設

改修用ルーフドレン新設

立上:密着工法

屋根：高圧水洗の上ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水、ﾄﾞﾚﾝ洗浄

1

1

G

1

1
1

1

1

1
1

1 1

外壁：二丁掛ﾀｲﾙ　既存のまま、一部補修
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改修後

宮の沢駅換気塔A（3番出入口併設）



訂正事項 年　月　日
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3
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1

縮　　尺 製作年月日 図 面 番 号

A

屋上平面図　　1/50
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350

Ｎ

工　事　名

図　面　名

校　　　閲 担　当 製　図

B

A

E

A3:1/70.4

A2:1/50
A2:1/20

A3:1/28.2
【宮の沢中間換気塔Ａ】　改修概要・平面図・立面図・部分詳細図

A

B

C

改 修 前 改 修 後

改修概要

D

E

F

屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(D-1)

外壁：二丁掛ﾀｲﾙ

ﾀﾗｯﾌﾟ：ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ

ｶﾞﾗﾘ：耐候性鋼φ19　ｳｴｻﾞｰｺｰﾄﾌﾟﾚﾊﾟﾚﾝ処理　ｽﾃﾝﾚｽ水切 ｶﾞﾗﾘ：下地調整の上耐候性塗料塗

ﾀﾗｯﾌﾟ：ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ　既存のまま

笠木：ｱﾙﾐ製既製笠木W350

1/20屋上立上部詳細図 換気塔B屋上ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻り詳細図1/20

350

外壁：二丁掛ﾀｲﾙ
既存のまま

7
0
0

5
,
5
5
0

南東側立面図　1/50 南西側立面図　1/50北西側立面図　1/50 北東側立面図　1/50

1

1

1

1 1

B

C

B

C

D

F

B

C

E E

B

C

E
E

1,165

3
6
5

ｱﾙﾐ製笠木W350 取外し再取付・清掃

笠木：ｱﾙﾐ製笠木取外し再取付・清掃

建具：ｽﾁｰﾙ製片開きﾄﾞｱ　W950×H2,000　周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

記号 種 類

MS-2(変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ2成分形)　 5× 5　撤去・新設　

MS-2(変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ2成分形)　15×10　撤去・新設　1

2

3 MS-2(変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ2成分形)　20×15　撤去・新設

屋根：既存防水層撤去、下地調整の上常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、ﾄﾞﾚﾝ洗浄
平場：露出絶縁工法、立上：露出密着工法

建具：ｽﾁｰﾙ製片開きﾄﾞｱ　下地調整の上耐候性塗料 表裏共
周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ新設

平場:絶縁工法
立上:密着工法

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水新設

ﾄﾞﾚﾝ洗浄

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ金物撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

改修前

平場:絶縁工法

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水新設

改修用ルーフドレン新設

立上:密着工法

外壁：二丁掛ﾀｲﾙ　既存のまま、一部補修

25

改修後

宮の沢駅中間換気塔A（独立）



訂正事項 年　月　日

4
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2

1

縮　　尺 製作年月日 図 面 番 号

A

工　事　名

図　面　名

校　　　閲 担　当 製　図
A2:1/100
A2:1/ 30

A3:1/ 42.3
A3:1/140.8
A2:1/ 20

A3:1/ 28.2
【発寒南駅２番出入口・換気塔Ｂ】　改修概要・立面図・部分詳細図
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換気塔B屋上ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻り詳細図
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ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去

改修前
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R2,500

1
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1/20換気塔B屋上立上部詳細図

連結送水口 W2,110×H1,390

ﾌｪﾝｽ：ｽﾃﾝﾚｽ製H2,900 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

記号 種 類

MS-2(変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ2成分形)　 5× 5　撤去・新設　

MS-2(変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ2成分形)　15×10　撤去・新設　1

2

3

4 SR-1(ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ1成分形)　 　　5× 5　撤去・新設　

MS-2(変成ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ2成分形)　20×15　撤去・新設

A

B

C

改修概要

D

E

F

G

H

I

軒天井：ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt1.0張り

屋根：ｽﾃﾝﾚｽ防水(ｶﾗｰ)t0.4

屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(D-1)

外壁：ｽﾃﾝﾚｽt1.5ﾌｯ素樹脂焼付塗装

外壁：ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽt1.5BA

J

K

L

M

N

外壁：二丁掛ﾀｲﾙ

ﾀﾗｯﾌﾟ：ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ

笠木：ｽﾃﾝﾚｽ製既製笠木W250ﾌｯ素樹脂塗装

腰壁：御影石本磨きt25

外壁：ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄﾊﾟﾈﾙt2.0

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ金物：ｽﾃﾝﾚｽ製既製W350ﾌｯ素樹脂塗装

笠木：ｱﾙﾐ製既製笠木W250

ｶﾞﾗﾘ：耐候性鋼φ19　ｳｴｻﾞｰｺｰﾄﾌﾟﾚﾊﾟﾚﾝ処理　ｽﾃﾝﾚｽ水切
L1:W2,680×H2,800、L2:W2,710×H2,800

ｱﾙﾐ製笠木取外し再取付・清掃

O

P

Q

Q

Q

Q

P

ｶﾞﾗｽ：内外部ｶﾞﾗｽ周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

建具：ｽﾁｰﾙ製片開きﾄﾞｱ　W950×H2,100　周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

連結送水口 既存のまま

ﾌｪﾝｽ：下地調整の上耐候性塗料塗

笠木：下地調整の上耐候性塗装塗

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ金物：下地調整の上耐候性塗装塗

軒天井：既存のまま

腰壁：御影石本磨きt25　水洗い

外壁：ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽt1.5BA　既存のまま

外壁：下地調整の上耐候性塗料塗

外壁：ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄﾊﾟﾈﾙt2.0　既存のまま

ｶﾞﾗﾘ：下地調整の上耐候性塗料塗

ﾀﾗｯﾌﾟ：ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ　既存のまま

笠木：ｱﾙﾐ製笠木取外し再取付・清掃

ｶﾞﾗｽ：内外部ｶﾞﾗｽ周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ、外部のみｶﾞﾗｽ清掃

改 修 前 改 修 後

屋根：高圧水洗の上ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水、ﾄﾞﾚﾝ洗浄

平場:絶縁工法
立上:密着工法

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水新設

※塗装及びｼｰﾘﾝｸﾞ打替えは両面とも行う

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去新設

40×80 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

腰壁：二丁掛ﾀｲﾙ

35×80 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

駐輪場塀天端△

GL▽

既存のまま

平場:絶縁工法

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水撤去
常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水新設

改修用ルーフドレン新設

立上:密着工法

屋根：既存防水層撤去、下地調整の上常温改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、ﾄﾞﾚﾝ洗浄
平場：露出絶縁工法、立上：露出密着工法

建具：ｽﾁｰﾙ製片開きﾄﾞｱ　下地調整の上耐候性塗料 表裏共
周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ新設

外壁：二丁掛ﾀｲﾙ　既存のまま、一部補修

07

改修後

発寒南駅換気塔B（2番出入口併設）



作 図 年 月 日 No.主任設計者 主任技術者 担当者
工 図 縮 図

令和　　年　　月 面
事 面

番
尺 号名 名 (西18丁目駅４番出入口・EV出入口)

2
1: 50(A2)

9006,190 9,250

設計GL

5
,
1
2
0

7
0
0

5
5
0

3
,
8
7
0

150 2,500 150

設計GL設計GL

8
0
0

Fix Fix Fix Fix

3,355×1,790

X1X3X4X5 X2

4,195 3,995

8,965

X3

Y3

600 250 2,400

3,250 150 1501,2501,250
2,800

150 150

2,800

1,2501,250775

北側立面図　S=1/50 東側立面図　S=1/50

8
0
0○4

設計GL

○5

設計GL

7
0
0

5
5
0

5
,
1
2
0

3
,
8
7
0

900 9,250 6,190

3
,
8
7
0

7
0
0

5
5
0

7
0
0

5
5
0

3
,
8
7
0 5
,
1
2
0

5
,
1
2
0

Fix Fix Fix
1,500×1,790

Fix 700
×1,700

W1,420
×H430

Fix

Fix Fix FixFix

Fix

・建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ：MS-2　15×10
　(撤去・新設)

下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）

2,400 600

Y3Y2Y1 Y1Y3 Y2

3,250
250

4,125
775 3,995 4,195

8,965
2,000 2,000 2,600

6,600
2,600

6,600
2,0002,000

南側立面図　S=1/50 東側立面図　S=1/50

X5X4 X6X1 X3

X2

・建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ：MS-2　15×10　撤去・新設
・ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞ：SR-1　5×5　撤去・新設

設計GL

西側立面図　S=1/50

西側立面図　S=1/50

塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

・鋼板パネル t=1.6 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系樹脂塗装

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）

ｼｰﾘﾝｸﾞ（MS-2）　15×10　撤去、新設

1
立面図

　撤去・新設
・建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ：MS-2　15×10

・ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞ：SR-1　5×5
　撤去・新設

耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

・ｽﾃﾝﾚｽ笠木 t=1.5  ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・磁器質小口ﾀｲﾙ貼り、下地ﾓﾙﾀﾙ t=30

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

Y2 Y3

Ａ－１９

　(撤去・新設)
・ROOF(1)笠木ｼｰﾘﾝｸﾞ：MS-2　20×15

・ｽﾃﾝﾚｽt=1.5 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽt=1.5 

下地調整（RB種）の上、

　高圧洗浄・ｸﾗｯｸ調査

・磁器質小口ﾀｲﾙ貼り、下地ﾓﾙﾀﾙ t=30
　高圧洗浄・ｸﾗｯｸ調査

・業務用ｲﾝﾀｰﾎﾝｶﾊﾞｰ　ｽﾁｰﾙの上、ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系樹脂塗装

・磁器質小口ﾀｲﾙ貼り、下地ﾓﾙﾀﾙ t=30
　高圧洗浄・ｸﾗｯｸ調査

・ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ防水t=0.4

・磁器質小口ﾀｲﾙ貼り、下地ﾓﾙﾀﾙ t=30
　高圧洗浄・ｸﾗｯｸ調査

西18丁目駅4番出入口＋EV出入口



3
,
9
5
0

3
,
5
0
0

1,
0
0
0

9
8
4 4
5
0

9
8
44
5
0

1
,
0
0
0

1,36450

1
6
8

OPEN3
,
4
6
6

3
,
9
5
0

3
,
5
0
0

1/100

OPEN

設計GL

No.作 図 年 月 日担当者主任設計者 主任技術者
図

面

名

工

事

名

縮

尺

図
面
番
号(西11丁目駅1番出入口・EV出入口)

Ａ－１２
令和　　年　　月2

1: 50(A2)

1,650 1,650975 850

1,235 350 1,364 1,364 1,364 1,364

1
,
6
0
0

1,6501,650

3
,
4
6
6

4
5
0

9
8
4

3
,
5
0
0

3
,
9
5
0

1
,0
0
0

1
,
6
0
0

1,235

98
4 4
5
0

3
,5
0
0

3
,
9
5
0

1
,
0
0
0

1/100

OPEN

設計GL

8,183 2,8002,5002,3481,370 1,5702,5002,625

北面立面図　S：1/50

東側立面図　S：1/50

2,3482,5002,8002,6252,5001,3701,5708,183

南面立面図　S：1/50 西側立面図図　S：1/50

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　花崗岩本磨き 高圧洗浄

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

L=20m、H=100

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

線入りｶﾞﾗｽt=6.8(撤去・新設)

ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞ:SR-1 5×5(撤去・新設)

1

5
0

5
0

975850

　下地調整（RB種）の上、耐候性塗料（DP）塗替え（1級）

　高圧洗浄

　高圧洗浄

立面図

■　凡例　■

シーリング（MS-2）　5×5　撤去、新設
シーリング（MS-2）　15×10　撤去、新設

シーリング（SR-2）　5×5　撤去、新設

・ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ防水t=0.4(三角屋根は横葺)

・ｽﾃﾝﾚｽ笠木 t=1.5 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼

・ｽﾃﾝﾚｽ笠木 t=1.5 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・耐候性鋼板t=3.2（ｳｪｻﾞｰｺｰﾄ処理）

・鋼板ﾊﾟﾈﾙ t=1.6 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系樹脂塗装

・ｶﾞﾗｽ止めｼｰﾘﾝｸﾞ：SR-1 5×5(撤去・新設)

・鉄骨：耐候性張力鋼（ｳｪｻﾞｰｺｰﾄ処理）

・腰壁：花崗岩本磨き t=30腰壁下既存ﾓﾙﾀﾙ補修部

・ｽﾃﾝﾚｽt=1.5 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・ｽﾃﾝﾚｽ笠木 t=1.5 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ防水t=0.4(三角屋根は横葺)

・ｽﾃﾝﾚｽ笠木 t=1.5 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・ｽﾃﾝﾚｽt=1.5 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・鋼板パネル t=1.6 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系樹脂塗装

・鉄骨：耐候性張力鋼（ｳｪｻﾞｰｺｰﾄ処理）

・腰壁：花崗岩本磨き t=30

・ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ防水t=0.4(三角屋根は横葺)

・ｽﾃﾝﾚｽ笠木 t=1.5 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・ｽﾃﾝﾚｽt=1.5 ﾌｯ素樹脂焼付塗装

・耐候性鋼板t=3.2（ｳｪｻﾞｰｺｰﾄ処理）

・腰壁：花崗岩本磨き t=30

既存ﾓﾙﾀﾙ欠損部の苔を除去し、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄで補修

・外壁施工数量調査

・外壁施工数量調査

・外壁施工数量調査

・外壁施工数量調査

・外壁施工数量調査

・外壁施工数量調査
・外壁施工数量調査

西11丁目駅1番出入口＋EV出入口
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効
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【環状通東駅：４番出入口・換気塔Ａ】
　　換気塔：平面図・立面図・改修工事概要表

外壁

部位

ＳＧ

屋上平面

※建具表による

※建具表による

本体既存のまま

既存ストレーナー・防水押え撤去の上

屋上立上

部位

平面

立上

工法

下地調整：樹脂セメントペースト塗

常温積層（２層）露出絶縁工法

下地調整：樹脂セメントペースト塗

常温積層（２層）露出密着工法

改質アスファルト防水仕様

改修内容

改修工事概要表

既存シーリング15ｘ10撤去の上 新設

ＳＤ

既存アスファルト防水の上 カチオンｔ30押え

既存打込み磁器質ニ丁掛タイル

　　既存防水層撤去､下地調整の上改質アスファルト防水

　　防水層撤去､下地調整の上改質アスファルト防水

　　タラップ基礎：下地調整の上改質アスファルト防水

　　改修用ルーフドレン新設､ドレン洗浄

打継・伸縮目地

X1'

X1'
5,270

2,460 2,810
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,
10
0

1
,
2
0
0

7
0
0

1
0
0

2
,
70
0

2,
1
0
0

3
5

2
,1
5
0

1
0
0

X0'

X0'

310125 2,375

2

SG
1

SG SG SG
122

□-75ｘ75ｘ4 6ヶ所

L-125ｘ75 L=75 6ヶ所

L-125ｘ75 L=75 3ヶ所

丸鋼19φ-70@
□-75ｘ75ｘ4 6ヶ所

L-125ｘ75 L=75 6ヶ所

SG
1

SG
2

RD

ﾀﾗｯﾌﾟ基礎

＜ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ＞

伸縮目地

打継目地

1
SD

＜SUS柵＞ ＜SUS柵＞

＜SUS柵＞
＜SUS柵＞

＜ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ＞

既存砂付露出アスファルト防水

既存砂付露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水の上
　　　ｶﾁｵﾝｔ30押え

　　アルミ既製笠木 W235一時取外し､清掃・再取付

ｱﾙﾐ既製笠木 W235

屋根伏図　1/100

上部平面図　1/100

下部平面図　1/100

＜外壁＞

断面図　1/50

北側立面図　1/100南側立面図　1/100 東側立面図　1/100西側立面図　1/100

A2：1/100､50

A3：1/141､71
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格子受：L-75ｘ75ｘ6格子受：L-75ｘ75ｘ6

既存水切取合ｼｰﾘﾝｸﾞ

15ｘ10打替え
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5
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,
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50

ステンレス

　タラップ

屋上

ルーフドレン

補修方法集計

ひび割れ：一般部  

ひび割れ：曲がり

欠損部　：一般部

欠損部　：曲がり

枚

枚

枚

外壁：劣化部補修方法

ひび割れ  枚

枚欠損：一般

枚欠損：曲り

枚ひび：曲り 

枚浮き：一般

ひび割れ  枚

枚欠損：一般

枚欠損：曲り

枚ひび：曲り 

枚浮き：一般

ひび割れ  枚

枚欠損：一般

枚欠損：曲り

枚ひび：曲り 

枚浮き：一般

ひび割れ  

欠損：一般

枚欠損：曲り

枚ひび：曲り 

枚浮き：一般
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※外壁：劣化部補修方法による
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　　ひび割れ部下地躯体：ひび割れ補修なし

15

1

1

2

1
1

1

58

2

2 5

1

1
1

21 1
1

2

1

12

1

1

1

2

1

4

3

2

1

2
2

2

2

1

12 1

1

1

1

枚13

5浮

2浮

Ｋ･A1－12

※補修ヶ所を再調査する事

　タイル改修部総面積：106㎡

既存磁器質ニ丁掛タイル（60ｘ227）

　　ひび割れ・欠損・浮き部撤去の上 新設

一般部（㎡）

　■ひび割れ部 　101枚

　■欠損・浮き部  28枚

曲がり部（ｍ）

(101＋28)ｘ0.016＝  2.064㎡

１枚当り目地込み：0.07ｘ0.23＝0.016㎡

１枚当りL＝0.07ｍ

(5＋10)ｘ0.07＝  1.05ｍ

　■ひび割れ部 　5枚

　■欠損部　　　10枚

環状通東駅換気塔A（1番出入口併設）
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部位

ＳＧ

屋上平面

※建具表による

本体既存のまま

既存ストレーナー・防水押え撤去の上

屋上立上

部位

平面

立上

工法

下地調整：樹脂セメントペースト塗

常温積層（２層）露出絶縁工法

下地調整：樹脂セメントペースト塗

常温積層（２層）露出密着工法

改質アスファルト防水仕様

改修内容

改修工事概要表

既存シーリング15ｘ10撤去の上 新設

ＳＤ

既存アスファルト防水の上 カチオンｔ30押え

L-125ｘ75 L=75 3ヶ所

L-125ｘ75 L=75 3ヶ所

□-75ｘ75ｘ4 3ヶ所

既存打込み磁器質ニ丁掛タイル
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SD

　　既存防水層撤去､下地調整の上改質アスファルト防水

　　防水層撤去､下地調整の上改質アスファルト防水

　　タラップ基礎：下地調整の上改質アスファルト防水

　　改修用ルーフドレン新設､ドレン洗浄

東側立面図　1/100 西側立面図　1/100北側立面図　1/100 南側立面図　1/100

＜ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ＞

　　アルミ既製笠木 W235一時取外し､清掃・再取付

屋根伏図　1/100

上部平面図　1/100

下部平面図　1/100

断面図　1/50

【環状通東駅：１番出入口・換気塔Ｂ】
　　換気塔：平面図・立面図・断面図・改修工事概要表

1
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1
SGSG

2
SG
2

打継・伸縮目地

伸縮目地

打継・伸縮目地

1
SD

＜ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ＞＜外壁＞

ﾀﾗｯﾌﾟ基礎
800ｘ400ｘ150ｈ

A2：1/100､50

A3：1/141､71

補修方法
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1
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1

ひび割れ  枚

枚欠損：一般

1

ひび割れ  枚

枚欠損：一般

枚

枚

枚ひび：曲り 

3 ひび割れ  枚

枚

枚

欠損：曲り

枚ひび：曲り 

※建具表による

ステンレス

　タラップ

屋上

ルーフドレン

▽現状ＧＬ

△設計ＧＬ

集計

ひび割れ  

ひび割れ：一般部  

ひび割れ：曲がり

欠損：曲り

欠損：一般

欠損部　：一般部

欠損部　：曲がり

枚

枚

枚

枚欠損：曲り

3

枚欠損：曲り

枚

欠損：一般

浮き：一般

1

3

1

枚ひび：曲り 枚ひび：曲り 

枚

枚浮き：一般枚浮き：一般枚浮き：一般

カチオンｔ30押え
アスファルト防水の上

既存砂付露出アスファルト防水

砂付露出アスファルト防水
（既設立上）

（既設平面）

※補修ヶ所を再調査する事

枚

一般部（㎡）

曲がり部（ｍ）

既存磁器質ニ丁掛タイル（60ｘ227）

　　ひび割れ・欠損・浮き部撤去の上 新設

　タイル改修部総面積：113㎡

外壁：劣化部補修方法

※外壁：劣化部補修方法による

1

Ｋ･A1－03
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54

 7

　■欠損部　　　54枚

　■ひび割れ部　12枚

　■ひび割れ部　 5枚

　■欠損部　　　 7枚

１枚当り目地込み：0.07ｘ0.23＝0.016㎡

(12＋54)ｘ0.016＝  1.056㎡

１枚当りL＝0.07ｍ

(5＋7)ｘ0.07＝  0.84ｍ

　　ひび割れ部下地躯体：ひび割れ補修なし
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環状通東駅換気塔B（4番出入口併設）



外壁

部位

ＳＧ

屋上平面

※建具表による

※建具表による

本体既存のまま

既存アルミ既製笠木 W250一時取外し､清掃・再取付

既存ストレーナー・防水押え撤去の上

       改修用ルーフドレン新設､ドレン洗浄

屋上立上

部位

平面

立上

工法

下地調整：樹脂セメントペースト塗

常温積層（２層）露出絶縁工法

下地調整：樹脂セメントペースト塗

常温積層（２層）露出密着工法

改質アスファルト防水仕様

改修内容

改修工事概要表

既存シーリング15ｘ10撤去の上 新設

ＳＤ

タラップ基礎：既存モルタル撤去､下地調整の上改質アスファルト防水

既存アスファルト防水の上 カチオンｔ30押え

既存打込み磁器質ニ丁掛タイル
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既存防水層撤去､下地調整の上改質アスファルト防水
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【東区役所前駅 換気塔Ａ】
　　平面図・立面図・断面図・改修工事概要表

東側立面図　1/100 北側立面図　1/100南側立面図　1/100西側立面図　1/100

既存砂付露出アスファルト防水

下部平面図　1/100

上部平面図　1/100

屋根伏図　1/100

断面図　1/50

A2：1/100,50

A3：1/141,71
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ｼｰﾘﾝｸﾞ25ｘ15撤去

1
SD

1
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1
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SG
1

SG
1

SG SG
22

15
0

15

1,040

20
50

ｼｰﾘﾝｸﾞ20ｘ15新設

W=940W=1,040

ｼｰﾘﾝｸﾞ25ｘ15撤去

（ｶﾊﾞｰ工法改修）

ｼｰﾘﾝｸﾞ20ｘ15新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ20ｘ15撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ20ｘ15撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ20ｘ15新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ20ｘ15新設

格子受：L-75ｘ75ｘ4

（SD：既存平面） （SD：改修平面）

既存ｱｽﾌｧﾙﾄ防水の上
　　　ｶﾁｵﾝｔ30押え

250 250

ｱﾙﾐ既製笠木 W250

伸縮目地

伸縮目地

＜外壁＞ ＜ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ＞
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浮

2浮
浮

外壁

ひび割れ  枚

枚欠損：一般

枚欠損：曲り

枚ひび：曲り 

枚浮き：一般

ひび割れ  枚

枚欠損：一般

枚欠損：曲り

枚ひび：曲り 

枚浮き：一般

ひび割れ  枚

枚欠損：一般

4 枚欠損：曲り

枚ひび：曲り 

枚浮き：一般

ひび割れ  枚

枚欠損：一般

枚欠損：曲り

枚ひび：曲り 

枚浮き：一般

4

3

4

ひび割れ：一般部  

ひび割れ：曲がり

欠損部　：一般部

欠損部　：曲がり

枚

枚

枚

枚

枚

補修方法

１枚当り目地込み：0.07ｘ0.23＝0.016㎡

集計

既存磁器質ニ丁掛タイル（60ｘ227）

浮部：一般･曲がり

既存砂付露出
　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

ステンレス

　タラップ

屋上

ルーフドレン

外壁：劣化部補修方法

　　ひび割れ・欠損部撤去の上 新設

曲がり部（ｍ）

１枚当りL＝0.07ｍ

一般部（㎡）

浮き部（㎡）

１枚当り目地込み
0.07ｘ0.23＝0.016㎡

既存磁器質ニ丁掛タイル（60ｘ227）

　　浮き部：注入口付アンカーピンニング

　　　　　　部分エポキシ樹脂注入工法

※外壁：劣化部補修方法による
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　■ひび割れ部　90枚

　■欠損部　　　47枚 (90＋47)ｘ0.016＝  2.192㎡

　■ひび割れ部　30枚

　■欠損部　　　 9枚 (30＋9）ｘ0.07＝  2.73ｍ

　■173枚

169ｘ0.016＝  2.768㎡

鉄筋等爆裂

※ひび割れ部下地躯体：ひび割れ補修なし

露出鉄筋等防錆処理の上樹脂モルタル補修
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　100ｘ100程度～5ヶ所

　100ｘ200程度～3ヶ所

　100ｘ500程度～3ヶ所

　100ｘ1000程度～2ヶ所

Ｈ･A1－01

※補修ヶ所を再調査する事

　タイル改修部総面積：88.7㎡

東区役所前駅換気塔A（1番出入口併設）
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ｼｰﾘﾝｸﾞL=1,000

：ｼｰﾘﾝｸﾞ20x10撤去・新設を示す
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札幌市交通局高速電車部施設課
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凡　　　　　例

添字はタイル枚数(L:標準曲，M:屏風曲)

ひびわれたﾀｲﾙは撤去・張替とする

(ひびわれ0.2mm以上は樹脂注入の上、張替え)

タイル寸法：227×60(目地込み)

ひびわれ0.2mm未満 約2.3ｍ

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

梁下浮き(指定部)

図　面　名　称工　事　名

立面図【学園前駅換気塔A(1番出入口併設)】学園前駅換気塔A



GL

GL

GL

GL

A

A

L1 1
1

1

4

4

4

1

2

L1 L1

L1

SHEET.NO

03/151:100

L6

L1

7

2

22

1

13 7

2

L1

L1

1

1
4

L1

G
L+

3
,
00

0

G
L+

3
,
00

0
GL

+
3
,0

0
0

GL
+
3
,0

0
0

2

7 6
1

L1

5
9

1

L1

L1

L1

L1

L1
L1 1

2

480*230

900*770

目
視

調
査

範
囲

目
視

調
査

範
囲

目
視

調
査

範
囲

目
視

調
査

範
囲

打
診

・
目

視
調

査
範

囲
打

診
・

目
視

調
査

範
囲

打
診

・
目

視
調

査
範

囲
打
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目
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調
査
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囲

南　立面図 西　立面図

北　立面図 東　立面図

電力盤

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ腐食

ﾎﾞｯｸｽ

(W=0.2㎜)

上裏ﾀｲﾙ目地より

ｴﾌﾛﾚｯｾﾝｽの析出

上裏ﾀｲﾙ目地より

ｴﾌﾛﾚｯｾﾝｽの析出

(W=0.2㎜)

委　託　名 図　面　名　称

図3.1 (3)　調査結果プロット図（3 豊平公園駅換気塔B）

ＳＣＡＬＥ

228×60㎜/1枚（目地込み） 補修箇所

タイル浮き

タイル欠損

タイルひびわれ0.2㎜以上1.0㎜未満

タイルひびわれ0.2㎜未満

※ 添字はタイル枚数

※ L:標準曲、M:屏風曲を示す。

凡　　　　　　例

豊平公園駅換気塔A



豊平公園駅換気塔B



L
ﾀｲﾙ【撤去】【新設】

西側調査数量（役物タイル）

ｺﾝｸﾘｰﾄ＋磁器質2丁掛ﾀｲﾙ打込

寸法
㎡Ｎo，

m2/枚枚

東側調査数量（欠損＋張替え）

枚 m2/枚

寸法
㎡Ｎo，

0.015

0.015

東側調査数量（亀裂＋張替え）

IL

JL

小計

2

5

0.03

0.075

0.11

b

c

4

2

0.015

0.015 0.03

0.06

小計 2.42

地巾(ｍ×ｍ)

n

o

p

5.6×0.33

3.9×0.05

1.848

0.195

0.2891.7×0.17

寸法
㎡Ｎo，

ｍ枚

東側調査数量（浮き＋注入）

0.015

小計

寸法
㎡Ｎo，

枚 m2/枚

2 0.015 0.03

小計

0.65

0.03

ﾆ

2L

3

2

41

0.015 0.03

0.615

東側調査数量（陶片浮き＋張替え）

a

↓s

↓q

fL

eL

iL

↓n

IL

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ【既存のまま】

敷
地

境
界

線

道
路

境
界

線

西側立面図　1/50

亜鉛ﾒｯｷPL-1.0あて 100×25ﾋﾞｽ固定
ＤＰ塗【新設】

東側立面図　1/50

ｺﾝｸﾘｰﾄ＋磁器質2丁掛ﾀｲﾙ打込

MLKL

LL

ﾄL

ﾍ

ﾙL

d

ｦ

654ﾇ hgﾘ

r t

ﾆ
b

c

JL

32L

o
p

ﾎL

亜鉛ﾒｯｷPL-1.0あて

道
路

境
界

線

敷
地

境
界

線

100×25ﾋﾞｽ固定 ＤＰ塗【新設】

ﾓﾙﾀﾙ＋ﾀｲﾙ(総厚35)【撤去】【新設】

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法【新設】

ひび割れ補修(0.2mm≦W＜1.0mm)

ｺﾝｸﾘｰﾄ面:ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法【新設】

改 修 後記　号
数　量数　量 数　量 数　量

（北側面）（東側面）（南側面）（西側面）
改 修 後記　号

凡例

数　量数　量 数　量 数　量

（北側面）（東側面）（南側面）（西側面）

ﾀｲﾙ浮き

↓l

↓ｊ

Ａ

1/50

敷
地

境
界

線

5
,
0
0
0

4
,
9
0
0

1
0
0

道
路

境
界

線

北側立面図　1/50

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ【既存のまま】

敷
地

境
界

線

道
路

境
界

線

南側立面図　1/50

５４

【撤去】

232×65㎜/1枚（目地込み）　　　　　※L：曲がりタイル、M：屏風タイルを示す

ｺﾝｸﾘｰﾄ＋磁器質2丁掛ﾀｲﾙ打込

A
BM
CL

D

ｲ

aL

ﾛ

k

E
F

ﾊ 1

G

HL

m

ｍ0.18

ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ20.06 0.06 0.11

ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ21.62 1.63 2.42

ﾀｲﾙ陶片浮き
ﾀｲﾙ【撤去】【新設】

ｲ

ｍ2 ｍ2 ｍ20.08 0.65 0.17

ｍ2 ｍ2 ｍ2 ｍ20.06 0.03 0.03

1

ﾀｲﾙ欠損

ﾓﾙﾀﾙ＋ﾀｲﾙ(総厚35)【撤去】【新設】

ひび割れ補修(＜0.2mm)

a

A

枚 m2/枚

寸法
㎡ ｍＮo，

0.015

0.015

A

BM

CL

D

1

1

1

1

0.015

0.015

0.015

0.015

0.015

0.015

小計 0.06

北側調査数量（亀裂＋張替え）

寸法
㎡Ｎo，

aL 1 0.015 0.015

m2/枚

3.2×0.2

3.2×0.3

ｊ

ｋ

地巾(ｍ×ｍ)

0.64

0.96

小計 1.62

北側調査数量（欠損＋張替え）

寸法
㎡Ｎo，

m2/枚

ｲ

ﾛ

小計

2

2

0.015

0.015

0.03

0.03

0.06

北側調査数量（陶片浮き＋張替え） ｱｸﾘﾙ板t3
330×460

枚

枚

枚 m2/枚

寸法
㎡Ｎo，

南側調査数量（亀裂＋張替え）

0.015

0.015

1

1

1

1

0.015

0.015

0.015

0.015

0.015

0.015

0.06小計

E

F

G

HL

寸法
㎡Ｎo，

南側調査数量（欠損＋張替え）

地巾(ｍ×ｍ)

小計

m

l 4.8×0.2

4.8×0.14

0.96

0.672

1.63

m2/枚枚

寸法
㎡Ｎo，

ｍ枚

1 5 0.015 0.075

小計 0.08

南側調査数量（浮き＋注入）

寸法
㎡Ｎo，

枚 m2/枚

南側調査数量（陶片浮き＋張替え）

ﾊ 2 0.015 0.03

小計 0.03

ｺﾝｸﾘｰﾄ＋磁器質2丁掛ﾀｲﾙ打込

ﾃL

小計 2.73

地巾(ｍ×ｍ)

q

r

s

t

2.65×0.2

2.65×0.15

0.53

0.3975

1.14

0.494

3.8 ×0.3

3.8 ×0.13

寸法
㎡Ｎo，

枚

西側調査数量（浮き＋注入）

0.015 0.075

小計 0.17

4

5

6

33

3

5

0.015

0.015

m2/枚

0.045

0.045

寸法
Ｎo，

小計

西側調査数量（亀裂部低圧注入）

iL

ｍ

0.18

0.18

寸法
㎡Ｎo，

m2/枚枚

西側調査数量（欠損＋張替え）

d 1 0.015 0.015

g

h

iL

3

4

0.015

0.015

0.045

0.06

1 0.015 0.015

寸法
㎡Ｎo，

枚 m2/枚

西側調査数量（陶片浮き＋張替え）

ﾍ 1 0.015 0.015

ﾘ

ﾇ 1

3 0.015

0.015 0.015

0.045

ｦ 1 0.015 0.015

小計

寸法
㎡Ｎo，

枚 m2/枚

0.015KL 3 0.045

0.0151 0.015LL

0.015ML 6 0.09

eL

fL

1 0.015 0.015

1 0.015 0.015

0.01511 0.165ﾎL

ﾄL 42 0.015 0.63

小計

ﾙL 48 0.015 0.72

1 0.015 0.015

1.71

0.09

役物ﾀｲﾙ
1.71ｍ22.70

0.09

ﾁL

④美園駅 換気塔Ａ　立面図 美園駅換気塔A



Ａ

1/50

4
,
5
0
0

ｱﾙﾐ製笠木W=350【取外し】

ｺﾝｸﾘｰﾄ＋磁器質2丁掛ﾀｲﾙ打込

南側立面図　1/50

北側立面図　1/50

東側立面図　1/50

西側立面図　1/50

440*360

百葉箱

亜鉛ﾒｯｷPL-1.0あて

亜鉛ﾒｯｷPL-1.0あて

７０

100×25ﾋﾞｽ固定 ＤＰ塗【新設】

亜鉛ﾒｯｷPL-1.0あて 100×25ﾋﾞｽ固定 ＤＰ塗【新設】
100×25ﾋﾞｽ固定 ＤＰ塗【新設】

A

ｲ

1

CL

D

b

cL

d

a

B

E

F

ﾛ

改 修 後記　号
数　量数　量 数　量 数　量

（西側面）
改 修 後記　号

凡例

数　量数　量 数　量 数　量

（西側面）

227×60㎜/1枚（目地込み）

A

a
ﾀｲﾙ欠損

ひび割れ補修(＜0.2mm)
ﾓﾙﾀﾙ＋ﾀｲﾙ(総厚35)【撤去】【新設】

ﾓﾙﾀﾙ＋ﾀｲﾙ(総厚35)【撤去】【新設】
ｲ

1

ﾀｲﾙ陶片浮き
ﾀｲﾙ【撤去】【新設】

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法【新設】
ﾀｲﾙ浮き

ｍ2

ｍ2

ｍ2

ｍ2

ｍ2 ｍ20.02 0.02 0.05 0.15

0.02 0.06 ｍ2

ｍ2

0.05 0.02

0.15

ｍ2

寸法
㎡Ｎo，

m2/枚枚

東側調査数量（欠損＋張替え）

枚 m2/枚

寸法
㎡Ｎo，

0.015

0.015

東側調査数量（亀裂＋張替え）

小計

2 0.03

b 0.015

0.015

CL

D 1 0.015

0.05

cL

d

2

1

1 0.015 0.015

0.03

0.015

小計 0.06

小計

寸法
㎡Ｎo，

枚 m2/枚

南側調査数量（陶片浮き＋張替え）

0.015

小計

ｲ 3 0.045

0.05

寸法
㎡Ｎo，

ｍ枚

1 0.015

南側調査数量（浮き＋注入）

枚 m2/枚

寸法
㎡Ｎo，

南側調査数量（亀裂＋張替え）

0.0151 0.015A

小計 0.02

2

8

2 0.015

0.12

0.03

0.15

小計

寸法
㎡Ｎo，

1 0.015 0.015

m2/枚

北側調査数量（欠損＋張替え）

枚

0.02

枚 m2/枚

寸法
㎡ ｍＮo，

0.0151 0.015

北側調査数量（亀裂＋張替え）

B

a

小計 0.02

小計 0.15

寸法
㎡Ｎo，

枚 m2/枚

0.015

西側調査数量（陶片浮き＋張替え）

枚 m2/枚

寸法
㎡Ｎo，

0.015

0.015

西側調査数量（亀裂＋張替え）

E

F

0.0151

9 0.135

ﾛ 1 0.015

小計 0.02

（南側面） （南側面）（北側面） （北側面）（東側面） （東側面）

④美園駅 換気塔Ｂ 立面図 美園駅換気塔B
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3
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0

3
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300

1,815 4,925

6
0
0

2
7
0

4
0
0

4
5
0

1
0
0

3
,
0
9
0

6
0

2
0
0

290 3,520 270 2,130 290

1
,
9
8
0

南側立面図　1/50 西側立面図　1/50

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ250×250

地巾:ｺﾝｸﾘｰﾄ＋ﾓﾙﾀﾙ＋御影石本磨き 60×230【既存のまま】

腰壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ＋御影石本磨きt25【既存のまま】

凡例及び略記号

改修前：SGS下地＋ｽﾃﾝﾚｽ板t1.5曲げ加工＋ﾌｯ素樹脂焼付塗装

金属～ﾀｲﾙ面：ｼｰﾘﾝｸﾞ15×10(MS-2)【撤去】【新設】

改修後：既存塗膜　　下地調整＋ＤＰ塗【塗替】

ﾀｲﾙ面：ｼｰﾘﾝｸﾞ10×10(PS-2)【撤去】【新設】

　　　　改修後：ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ板【既存のまま】 目透し目地部ｼｰﾘﾝｸﾞ6×5(MS-2)【新設】

御影石面:目地ｼｰﾘﾝｸﾞ5×5(MS-2)【撤去】【新設】

5
,
8
0
0

5
0

1
5
0

GL
GL

1
0
0

5
0

1
5
0

GL
GL2

0
0

3
,
7
0
0

2
,
1
0
0

GL GL

5
,
8
0
0

1
5
0

5
0

改修前:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟL=5,930【取外し】
改修後:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟL=5,930【再取付】

改修前:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟL=5,930【取外し】
改修後:ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟL=5,930【再取付】

巾木:ｽﾃﾝﾚｽt1.5HL曲げ加工H=100【既存のまま】

巾木:ｽﾃﾝﾚｽt1.5HL曲げ加工H=100
【既存のまま】

東側面図　1/50
北側面図　1/50

化粧板　改修前：ｶﾗｰｽﾃﾝﾚｽ板t1.5曲げ加工W=60鏡面仕上【既存のまま】

改修前:ｺﾝｸﾘｰﾄ　御影石本磨きt25 880×600【撤去】
改修後:ｺﾝｸﾘｰﾄ　御影石本磨きt25 880×600【新設】

６５

2,400

1
1
5

2,6704,965

1
0
0

2
,
4
5
0

4
0
0

GL

2
0
0

6
0

3
0
0

4
5
0

2,690

2,690 150 1,0951,885470
200

亜鉛ﾒｯｷPL-1.0あて 100×25ﾋﾞｽ固定 ＤＰ塗【新設】

ｲ ﾛ ﾊ

aL

ﾇ

CL

DM

EL

FL

G

ﾆ ﾎ ﾍ
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ﾄ

ﾁM

ﾘ
1

B

ﾙ

ｦ

cL

dL

eL

④美園駅 ３番出入口･換気塔Ｃ　立面図 美園駅換気塔C



【福住駅１番出入口上屋・換気塔Ａ】
A－09

外壁Ｃ

外壁Ｃ

外壁外壁

外壁

外壁

1

1

8

8 浮

6

浮き：一般 枚

ひび：曲り 枚

欠損：曲り 枚

欠損：一般 枚

枚ひび割れ  

浮き：一般 枚

ひび：曲り 枚

欠損：曲り 枚

欠損：一般 枚

枚ひび割れ  

浮き：一般 枚

ひび：曲り 枚

欠損：曲り 枚

欠損：一般 枚

枚ひび割れ  

浮き：一般 枚

ひび：曲り 枚

欠損：曲り 枚

欠損：一般 枚

枚ひび割れ  

2

4

1

＜ｽﾃﾝﾚｽ面格子＞

3
,
7
00

2
,
85
0

8
50

＜ＳＴＧ＞

＜駅名文字＞

＜巾木＞

＜巾木＞

＜外壁Ｂ＞

外壁Ａ（笠木一体）

外壁Ａ目地

西側立面図　1/100

＜ＥＸＰ＞

外壁Ｃ目地

ガラススクリーン

＜ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ＞

＜ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ＞

＜ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ＞

＜巾木＞

外壁Ａ
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撤去新設（1枚）

1浮

6浮

浮

1

1

1

無収縮モルタルによる下地コンクリート補修

補修方法

　　ひび割れ・欠損・浮き部撤去の上 新設

既存磁器質ニ丁掛タイル（60ｘ227）

　　ひび割れ部下地躯体：ひび割れ補修

亀裂部エポキシ樹脂充填
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浮2
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11

枚浮き：曲り 1

12

3+ 1
1

11+

1
浮5+ 5

枚浮き：曲り 5

3

福住駅換気塔A（1番出入口併設）


